
。
無
線
設
備
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
)

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
(
新
旧
対
照
表
)

(
傍
線
部
は
改
正
部
分
)

41 ，_，. ，_， _， __， 31 2 第
ー な る 設 い|パか号そ設 二 *公O 
i ら 通 備 航 。l 、のの備航"""' s露 〆'‘、 ば通 使十i口k 略
固な常で空 セ語表航で空略二) 周

、、_./ 送な常 用五
い の あ 機 ン信空あ機) 波 信装 らの G す条

( 。 状 つ局 ト 装 号 機 つ 局 ( 
数特

な状ーるの
略 態 ての 変 置 対 の て の 略

区
置い態 D 無十

) に 、 一 調に雑航、ー ) 
'性

。に電 線二
お G ー をお音行 Aー 別 お波設
い 一 八 しけ比中二八 いを備航
て D 肌 たるのに E叩1 て使 (空
、電か 場信項お電か 、用 A 機

次波 合員雑 をけ波 次す二局
の をり に除るを b の る E の
各 使 ー おく通使 各も 電ー
号用二 い音 J常 用 型

'̂ 万~ζt 号 の波 ー 改γ す 七 て比のすー ( 〆-、
のを を八

逗る阻1 、はに状る聞1 喧 ル 調 略 正
ツ周

、、.，/ 表除使
7場f';:子めもま 三、定態周ま にく用問I

る ので 五一めに波で
ま波 定。すか
で 数

条 はの デ 、 る お 数 の めはる b
件、周 シO条い間周 お 五 る、周

に そ 波 ベO件て隔11 しミ。 条そ襲哩
適 の 数 ル以 0に 、 が て '̂ 条 件の一

合航の JへツL 適第八 、ル 件 に 航阻1

す空電 上合一二電 _Lー・

ツ 適 空隔ま/'¥ 
る 機 波 です項二波 ア 台、 合機がで

ものを なればけのる各三|壁用を ン ら すの八の
の航使 周 も 号 kHz ベ一 る行航 二 周
で行周 波ののの

ル以五
も二

波数な中す 数で表もす の中二
け に る なであ(のる 内 O で に kHzの
れお無 ら 七 る 第 は 無 。 なおの 電
ば け線 な Oほ一、線 けけも 波

31 2 第
ー な る 設 一 *公白内

一 すのを四
1 ら 通 備 航

r-、 '̂ ，同h、
る航使十略

ルツ
五 i口b、略

四 な 常 で空 略三 、、_./ 。周
、、，〆

送装
も行用五

い の あ 機
、、J

の中す条ま '̂ 波( 。 状 つ局 〆'画、 で
ルツ数特

でにる の
略 態ての 略 、、.，/ 置 なお 無十、、_./ 区 け け線二台、 '性

お G - ら
別 れる設

い 一 八 〆変'旬、 ば通備航

て 言 問1
、調 な常( 空

次波か 五 周 らの G 機

の をら
。

数波
な状一局。 い態 D の

各使二 。に富一
号用ニ お -
に す 七

，.-、、 〆-、
いを 八 現略 略

定る阻1 、、ー〆 、、-'
て 使 1目1

イ，丁一一・

めもま
次 号かる ので

条はの の るら
件 周 各も一
に そ波 号の雪
適 の 数 条 のをー
合航の イ牛 表除問1

す 空 電 にくま
る 機波 定)で
も の を めはの
の航使 る 、周

で行用 条そ波
な中す 件の数
けにる に航の
れお無 適 空 電
ばけ線 合 機 波



第
四
十
五
条
の
十
二
の
十

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
(
略
)

M
L
S
角
度
系
は
、
次
の
各
号
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で

イ
ー
ホ
(
略
)

へ
方
位
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
に
走
査
(
一
定
の
方
法

に
よ
り
、
電
波
の
輯
ふ
く
射
方
向
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
)
さ
れ
る
ビ

l
ム
状
の
電
波
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
走
査
ビ
ー

ム
」
と
い
う
。
)
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

)
 

l
 

(
 
(
略
)(

略
)

ト
S (J) 
ル

略

(
略
)

イ
ー
ホ
(
略
)

ヘ
後
方
方
位
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
の
走
査
ビ

l
ム

は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

)
 

l
 

(
 

(
略
)

山

走

査

ビ

l
ム
の
走
査
範
囲
及
び
走
査
速
度
は
、
別
調
銅
六
号
に
示
す
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
略
)

ト
S (J) 
ル

略

(
略
)

イ
ー
ホ
(
略
)

./'. 

高
低
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
の
走
査
ビ

l
ム
は
、
次

第
四
十
五
条
の
十
二
の
十

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
(
略
)

M
L
S
角
度
系
は
、
次
の
各
号
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で

イ
ー
ホ
(
略
)

ヘ
方
位
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
に
走
査
(
一
定
の
方
法

に
よ
り
、
電
波
の
轄
ふ
く
射
方
向
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
)
さ
れ
る
ビ

l
ム
状
の
電
波
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
走
査
ビ
ー

ム
」
と
い
う
。
)
は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
略
)

山

走

査

ビ

l
ム
の
走
査
範
囲
及
び
走
査
速
度
は
、
別
調
矧
剛
司
に
示
す
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
略
)

ト
S (i) 
ル

略

(
略
)

イ
ー
ホ

(
略
)

ヘ
後
方
方
位
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
の
走
査
ビ

l
ム

は
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

)
 

l
 

(
 

(
略
)

山

走

査

ビ

l
ム
の
走
査
範
囲
及
び
走
査
速
度
は
、
別
表
塑
四
司
に
示
す
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
略
)

ト
S (J) 
ル

略

(
略
)

イ
ー
ホ
(
略
)

./'. 

高
低
誘
導
信
号
の
比
例
角
度
誘
導
情
報
を
与
え
る
た
め
の
走
査
ビ

l
ム
は
、
次

2 



の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

)
 

l
 

(
 

(
略
)

山

走

査

ビ

l
ム
の
走
査
範
囲
及
び
走
査
速
度
は
、
別
剥
矧
対
司
に
示
す
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

川

(

略

)

ト
・
チ
(
略
)

四

(
略
)

第
四
十
五
条
の
十
五
航
空
局
の
一
一
八
蜘
か
ら
一
四
二
馳
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
無
線
設
備
(
刈
ゴ
引
劃
測
剖
倒
刷
割
引
周
測
剣
闘
閥
科
川
斗
ヨ
ゴ
叫
叫
制
倒

刻
叫
G
一
D
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
)
は
、
第
四
十
五
条
の
十
二
第
一
項
第
三

号
叫
剥
(
感
度
の
項
、
ベ
伺
司
溜
捌
周
倒
瑚
刻
引
制
創
周
測
劉
矧
倒
叫
瑚
剖
附
寸
斗
け

創
刷
剖
斜
倒
州
国
州
1
刻
例
制
司
釧
剥
に
定
め
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

送

信

装

置

，-、、
総A 口〆-、

略 略、、_...
周

、句，〆

波
数
特 区l

性 別

〆'旬、 め以たへ 刀~ζ 〆'町、
略 ら上だル 調 略、、_...

れのしツ 周
、、_...

る効 Jま護
安口 果 」 で

をれにニ
は上にお O
、げよい O

条こ りてへ
のる達、ル 件
限性能 し六ツ
りを得デか
で有るシら
な 効 ベ 二
いす果ル、
。ると以 O
と同内 O
認 等 。 O

受
信
装
置

震|

ロをヘに

川ボトイ れた古
ル

必要な対号
ツ
の 雑

以も 周 機~ζ Z 音
下の .I:t 

の を
場 入 __L. 

l口L 力
/¥ 

ア。電 ン
お ノ、t圧 ノミ
しミ が
て

、ル
、セ と

五 / 、す

マト0る
イ ガ~ζ 。た
ク調。め

の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

)
 

l
 

(
 

(
略
)

ト
・
チ
(
略
)

四

(
略
)

第
四
十
五
条
の
十
五
航
空
局
の
一
一
八
馳
か
ら
一
四
二
馳
ま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
無
線
設
備

(
G
一
D
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
)
は
、
第
四
十
五
条
の

十
二
第
一
項
第
三
号
は
創
削
剖
斜
倒
(
感
度
の
項
、
週
組
制
城
倒
倒
瑚
刻
叫
制
創
周
測

剣
矧
倒
制
調
ベ
↓
司
闘
訓
斗

d
削
倒
剖
附
寸
斗

d
岡
村
オ
倒
謝
に
定
め
る
条
件
に

適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

送
信
装
置

〆-、 )ツ18J巾ムロ公己、、〆'町、
略 略、__.

"" 周
、、ー〆

ルツ
波

数特七、
区ら性

一〆効p同hζt 、 別
、。調。
周波。

ヘ数
ル二

〆'、、 〆-、
略 の性し 略
、、戸"

限 能 得
、、，〆

りをる
で 有 効
な す 果
いると内
。と同

条
認 等 ただ 件
め以
ら上し
れの
る効こ
場果れ
合 を に
は上よ
、げり

受
信
装
置

区
別

震|

3 



ス

ブ

リ

ア

ス
・
レ
ス
ポ
ン

ス

特
性

寸
国
号
圏
制

度

週
組
制
胡
帽

淵
剥
劃

総
利
口
周
樹

一、

0
0
0
ヘ
j
ツ
の
周
波
委
可
三

O
パ
l
セ

ーペ
H
刻
調
剖
討
利
剖
到
倒
樹
刈
対
劃
周
剖
到

伺
剥
闘
訓
崩
対
劇
劇
叫
劇
科
引
対
升
バ
ぺ
川

高
い
値
で
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
装
置

の
最
大
感
度
時
に
お
け
る
出
力
と
同
等
の
出

力
と
な
る
と
き
の
幅
が
割
当
周
波
数
か
ら
当

該
割
当
周
波
数
の
(
+
乙

0
・
0
0五
パ
ー
セ

ン
ト
(
一
定
の
方
向
に
あ
る
航
空
機
局
と
航
空

到
酒
割
削
同
闘
訓
引
到
嗣
樹
園
伺
同
倒
刷
計

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
五
臨
)
以
上

斗斗

d
q
qぺ
川
刈
叫
刷
制
矧
寸
寸
↓

qぺ
川
甘

刈
叶
刻
調
剖
剖
判
対
到
倒
欄
刈
対
割
困
剖
川

刻
刻
場
制
け
掛
川
甘
1
当
謝
割
問
倒
劇
対
劇
劇

時
に
お
け
る
出
力
と
同
等
の
出
力
と
な
る
と

き
の
当
該
受
信
機
入
力
電
圧
の
四

O
デ
シ
ベ

川
側
刊
叫
樹
樹
帽
バ
ベ
刊
斗
斗
叶
刷
凶
吋
」
川

α升
刈
ぺ
川
倒
寸
引
制
剖
倒
刈
ベ
封
刈
ゴ
司
刷

以
内

対

α升
バ
ペ
川
凶
吋

航
掴
局
の
「
」
八
蹴
か
ら
-
四
二
臨
ま
可
の
周
減
数
の
電
棋
を
使
用
す
る
無
繍
割

備
寸
刻
オ
寸
1
刈
司
副
劃
制
剖
倒
則
明
剖
周
測
劉
闘
閥
州
刈
斗
ヨ
斗
叫
引
制
倒
凶
1
第

叫
廿
到
斜
叫
叶
コ
矧
寸
瑚
矧
ゴ
剖
倒
剥
ベ
劇
周
叫
瑚
1
」
倒
司
週
捌
周
叫
瑚
刻
訓
制
創

周
捌
剣
矧
倒
叫
瑚
剖
附
寸
斗
凶
創
剖
剖
剣
倒
側
同
州
サ
刻
例
制
司
倒
剥
同
矧
叫
剖
剣
倒

同
圃
創
計
引
叫
例
対
刻
川
団
刻
引
掛
川
叶

(
略
)

2

(

略
)

31 

-
E量
制
度
に
お
附
る
週
過
帯

域
幅

(
略
)

2

(

略
)

一、

0
0
0
ヘ
ル
ツ
の
周
波
劃
で
三

O
パ
l
セ

斗
H
刻
調
剖
討
付
対
到
伺
欄
刈
対
劃
困
剖
到

儲
劉
間
叫
劇
対
劇
劇
例
刻
利
引
対
」
内
外
ぺ
川

副
川
倒
寸
刷
刻
刻
場
創
同
掛
川
寸
寸
当
謝
劉
闇

剣
劇
対
劇
劇
醐
同
制
州
剖
困
対
叶
同
朝
州
出

力
と
な
る
と
き
の
幅
が
割
当
周
波
数
か
ら
当

謝
剖
剖
周
刻
刻
叫
寸
司

d叶

d
q到
ぺ
川
甘

刈
叶
ゴ
対
例
対
剛
凶
割
引
刷
型
倒
刷
日
制
劃

対
酒
制
制
同
闘
計
剖
闘
嗣
制
崩
伺
同
倒
用
計

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
五
肋
)
以
上

4 



度|ー 震|
干Eコヨ

選
択

え ン 一 (力 の 高 / 一 ロを '̂ 
た ト

、
土と 最 lt~ 装 ト

、
ルボト れたさ

)]" 必
対雑号場 万~ζ 

。)な 大 値 置 対sζt 
。

ツ 要
メ口h、調

。
一る 感 で の 調

。
の な

を
。

と 度 加

最感大
を
。

周 ~ ζ 音
お

れたさ
'̂ 八 時 え

れたさ
'̂ 

波数で
比

しヨ ル kHzき た ル の 機 を
て ツ 以 の お 場 度 ツ 場 入 _Lー・、

の 上 n咽1C l口k の i口L 力
/， 

当
~ζ E 

周 カ1
しす の FコEζ己

周 電
ア

該装
信

波数で
割

る
お

点
数波 お

。
圧

ン

機
当

出 しミ
昔、 機 し、

ノ、t
カ1べ

置 入 力 て b 入 で て
、ル

の 力 周 と
、ー/よ'¥ 力

、
セ と

最大
電 。 波 同 当 ア 電 。 五 ン

、
す

圧 ノt 数 等 吾装目パ* ン 圧 l可 マ ト。る

感 を 七、 の ベ を イ 泊五ζ三 。た
度 加 セ ら 出 置 ル 受 セ ク 調 。め

*弘也、、 立11¥公也、
対雑下7

l口h、 1ロ』

周 歪
波 率

音
数特

比
'性

デセ変 へ変 パセ変
シン調 ル調 lン調

ル以ベ 変のト
周 ツ周 セト 周 泊5ζ言

波 ンの 波 調
お 数 ト変 数

上調 し、 以調
を
、
て 五 下を

、
しO

、。
し。

た。--'--

'̂ た。/， 

場。ア ル 場。
l口b、

ル̂' シツ lロ』 '̂ 
Jベ以内L から

ル
お ツ お ツ
しミ で し3で
て 八 て 八、。

五
、。

1'¥ 。一ノ1。 。。

組
伺
劉
劃
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J巾公む

lロh 

周
波

数特

'性
ス|ス ス. 

レ フ

ス 1) 
ポ
ノ ア

め 以 た /¥. 坊3ζ主
___t_. 

以内I~ ル低 き時
/'¥ 

だ ル 調周
。テのに

し ツ ア ン 下 当 お、
ま

波数 ン ベ の 該 ~t 
宇

で Jミ
低ル

帯域幅が
~ ζ る

れ ル 出
お 五 以 下 機 力上

よ い。 上 の干げ 入 と
」る り て /¥. 

'域幅市
，...、、

力 同
達 ル ± の性
し -Fi¥ a ツ

、、回" 電 等
限能

得る
七百 が

圧 のり ア
七 の 出

唱走Lミ 干をヲZ ン ら 〆'町、

効果と
ベ + kHz 四 力

1以内レ
、 、、--' 。と

以内。る 五
五

ア な
と 同 。 、

ン る
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周波数帯 無線局 周波数の許容 l

偏差 (Hz文は

kHzを付した|

ものを除き、

百万分率)

1"-'5 (略) (略) (略)

6 100阻zを超え 1 (略) (略)

470服Iz以下

2 陸上局

(1) (略) (略)

(2) 航空局(注45，54) 20 
(3)・(4) (略) (略)

3"-'10 (略) (略)

7"-'9 (略) (略) (略)

注 1"-'注 53 (略)

注54 A3E電波を使用する周波数間隔が8.33 kHzの周波数の電波を使用す

る航空局の無線設備にあっては、この表に規定する値にかかわらず、周

波数の許容偏差は、 1(10-6) とする。

別表第二号(第6条関係)

第 1 占有周波数帯幅の許容値

電波の 占有周波数 備考

型式 帯幅の許容

値

(略) (略) (略)

A3E 5. 6kHz 周波数間隔が8.33kHzの周波数の電波を使用する

航空局及び航空機局の無線設備

8klIz 放送番組の伝送を内容とする国際電気通信業務

の通信を行う無線局の無線設備

15klIz 地上基幹放送局及び放送中継を行う無線局の無

線設備

6kHz その他の無線局の無線設備(航空機用救命無線機

を除く。)

周波数帯 無線局 周波数の許容

偏差 (Hz又は

kHzを付した

ものを除き、

百万分率)

1"-'5 (略) (略) (略)

6 100阻zを超え 1 (略) (略)

470阻z以下

2 陸上局

(1) (略) (略)

(2) 航空局(注45) 20 
(3)・(4) (略) (略)

3"-'10 (略) (略)

7"-'9 (略) (略) (略)

注 1"-'注 53 (略)

別表第二号(第6条関係)

第 1 占有周波数帯幅の許容値

電波の 占有周波数 備考

型式 帯幅の許容

値

(略) (略) (略)

A3E 

8kHz 放送番組の伝送を内容とする国際電気通信業務

の通信を行う無線局の無線設備

15kHz 地上基幹放送局及び放送中継を行う無線局の無

線設備

6kHz 前2項のいずれにも該当しない無線局の無線設備| ト』
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